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オンライン請求に対する先生のお考え、懸念を教えてください
（複数回答可） 

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定の「お申込み」へ

日
時　

８
月
６
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

江
坂
サ
ニ
ー
ス
ト
ン
ホ
テ
ル
本
館
５
階　

富
士
の
間

講
師　

 

山
本
直
史
氏
（
岡
山
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研

究
科
総
合
歯
科
学
分
野
教
授
）

定
員　

50
人

研
修
医
教
育
の
変
革
と
専
門
医
制
度
の
最
新
動
向
〜

総
合
歯
科
専
門
医
創
設
の
可
能
性
〜

北
大
阪
地
区
会
員
交
流
会

日
時　

８
月
19
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

　
　
　

（
開
場
・
午
後
２
時
30
分
）

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

田
辺
隆
氏
（
保
団
連
副
会
長
）

会
費　

無
料

定
員　

60
人

２
０
２
４
年
度
医
療
・
介
護
同
時
改
定
に
向
け
て
歯

科
医
療
を
考
え
る

２
０
２
３
年
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

９
月
３
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

佐
久
間
泰
司
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
歯
学
部
医
療
安
全

管
理
学
教
授
）

会
費　

３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

80
人

ト
ラ
ブ
ル
対
策
か
ら
学
ぶ
歯
科
医
院
の
生
き
残
り
戦

略
―
医
療
過
誤
・
ク
レ
ー
ム
の
実
例
か
ら

９
月
度
生
涯
研
修

日
時　

８
月
26
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

疋
田
英
司
氏
（
協
会
税
理
士
団
）

会
費　

無
料

定
員　

50
人

税
務
調
査
の
基
礎
知
識
と
デ
ジ
タ
ル
化
時
代
の
日
常

税
務
・
会
計
の
留
意
点

税
務
調
査
対
策
セ
ミ
ナ
ー

無料相談

税
務　

８
月
16
日
（
水
）
14
時
〜
17
時

雇
用　

８
月
17
日
（
木
）
14
時
〜
16
時

法
律　

９
月
４
日
（
月
）
14
時
〜
16
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

国
内
最
大
の
鉄
道
ト
ラ
ス
橋

　

近
鉄
京
都
線
宇
治
川
に
架

か
る
国
の
登
録
有
形
文
化
財

に
な
っ
て
い
る
澱
川
橋
梁
を

紹
介
し
た
い
。
淀
川
橋
梁
と

い
う
も
の
が
別
に
あ
る
が
、

こ
れ
は
Ｊ
Ｒ
お
お
さ
か
東
線

の
橋
だ
。
宇
治
川
は
伏
見
付

診
療
に
集
中
し
た
い

　

自
由
意
見
欄
で
は
、
「
通

信
障
害
や
機
械
の
故
障
等
で

レ
セ
プ
ト
が
う
ま
く
送
れ
な

い
な
ど
の
不
安
を
抱
え
た
く

な
い
。
今
の
郵
送
が
確
実
に

送
れ
て
心
理
的
な
ス
ト
レ
ス

が
な
い
。
こ
れ
以
上
業
務
を

増
や
さ
な
い
で
ほ
し
い
」
、

べ
て
の
費
用
を
国
が
負
担
す

べ
き
」
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

導
入
費
用
、
設
置
費
用
、
毎

月
の
補
助
金
を
国
か
ら
抜
く

こ
と
が
で
き
た
ら
『
義
務

化
』
賛
成
が
増
え
て
い
く
と

思
い
ま
す
」
な
ど
費
用
面
へ

の
声
も
寄
せ
ら
れ
た
。

様
々
な
理
由
か
ら

選
択

　

全
国
的
に
も
医
科
よ
り
歯

科
の
方
が
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

が
進
ん
で
い
な
い
状
況
が
あ

る
が
、
と
り
わ
け
大
阪
歯
科

協
会
で
は
２
０
０
９
年
に
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
に
反

「
今
の
ま
ま
、
不
便
を
感
じ

な
い
の
で
急
ぐ
必
要
は
な

い
」
、
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
で
す
ら
こ
れ
だ
け
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
る
の
に
、
こ
れ
以
上

ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に
な
る
も

の
は
入
れ
た
く
な
い
。
診
療

に
集
中
し
た
い
」
な
ど
現
在

の
方
法
が
確
実
だ
と
い
う
声

や
、「
義
務
化
す
る
な
ら
す

対
の
運
動
を
展
開
し
、
訴
訟

に
よ
っ
て
厚
労
省
か
ら
事
実

上
の
義
務
化
方
針
撤
回
通
知

を
勝
ち
取
っ
た
経
過
が
あ

り
、
様
々
な
理
由
か
ら
光
デ

ィ
ス
ク
や
紙
レ
セ
を
選
択
し

て
い
る
会
員
が
多
い
の
が
現

状
だ
。

　

政
府
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
っ
て
回
線
の
敷
設
が
進
ん

だ
と
説
明
す
る
が
、
２
０
０

９
年
時
の
訴
訟
で
問
題
に
上

げ
ら
れ
た
個
人
情
報
漏
洩
な

ど
に
関
し
て
の
解
決
策
は
示

さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
質
的
な

状
況
は
今
も
変
わ
っ
て
い
な

い
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

声
が
集
中
し
た
会
員
の
懸
念

に
、

政
府
は
答
え
る
べ
き

だ
。

　厚労省が、原則2024年９月までにオンライン請求に移行する計画
案を示している問題で、協会は６月30日付で会員にアンケートをフ
ァックスで送付。７月12日までに123医療機関が返信を寄せた）

近
で
澱
む
か
ら
澱
川
橋
梁
と

さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

巨
大
な
単
純
ト
ラ
ス

　

澱
川
橋
梁
と
聞
い
て
も
、

写
真
を
見
て
も
た
だ
の
単
純

鉄
道
橋
よ
り
倍
以
上
高
い
こ

と
か
ら
そ
の
単
純
ト
ラ
ス
橋

の
巨
大
さ
が
分
か
る
。

陸
軍
か
ら
の
要
請

　

支
間
長
（
支
点
の
間
隔
）

ト
ラ
ス
橋
で
あ
る
と
い
う
だ

け
で
、
日
本
一
に
は
見
え
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
よ
く
写
真
を
見
る
と
６

両
編
成
の
近
鉄
特
急
が
す
っ

ぽ
り
橋
に
収
ま
っ
て
い
る
こ

と
、
鉄
骨
の
高
さ
が
普
通
の

１
６
４
・
６
㍍
で
１
９
２
８

年
（
昭
和
３
）
に
完
成
し
た

単
純
ト
ラ
ス
橋
だ
が
、
そ
れ

ま
で
の
国
内
最
大
の
鉄
道
ト

ラ
ス
橋
は
支
間
長
94
・
９
だ

っ
た
。
そ
し
て
こ
の
長
さ
、

今
も
破
ら
れ
て
い
な
い
。
完

成
し
た
当
時
、
宇
治
川
の
こ

の
付
近
の
河
川
敷
は
陸
軍
の

演
習
地
だ
っ
た
と
い
う
。
演

習
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う

に
橋
脚
は
な
る
べ
く
立
て
な

い
よ
う
陸
軍
か
ら
要
請
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

関
場
茂
樹

　

当
時
の
技
術
で
は
無
茶
な

要
求
だ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
個

人
の
設
計
事
務
所
で
実
績
を

あ
げ
て
い
た
関
場
茂
樹
と
い

う
、
帝
国
大
学
出
身
の
ア
メ

リ
カ
で
最
新
の
土
木
建
築
を

学
ん
だ
人
に
設
計
を
依
頼

し
、
見
事
に
現
代
ま
で
使
用

可
能
な
橋
を
作
り
あ
げ
た
。

　

他
に
も
鋼
材
、
工
期
の
問

題
が
あ
っ
た
。
当
時
軍
艦
の

製
造
に
鋼
材
が
取
ら
れ
、
橋

に
回
る
鋼
鉄
が
日
本
で
は
揃

わ
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の

ベ
ツ
レ
ヘ
ム
ス
チ
ー
ル
な
ど

か
ら
買
い
付
け
た
そ
う
だ
。

京
都
御
所
で
行
わ
れ
た
昭
和

天
皇
即
位
大
礼
に
間
に
合
わ

せ
る
た
め
に
、
期
間
が
極
端

に
短
く
、
六
カ
月
で
完
成
さ

せ
よ
と
会
社
か
ら
命
令
も
受

け
て
い
た
ら
し
い
。

民
間
の
立
場
で

　

普
通
、
帝
国
大
学
を
卒
業

し
た
人
は
、
官
営
の
機
関
で

活
躍
す
る
も
の
だ
が
、
こ
の

人
物
、
故
郷
を
追
わ
れ
た
会

津
藩
士
の
息
子
。
移
住
先
の

青
森
県
大
湊
で
辛
酸
を
舐
め

た
。
優
秀
な
人
物
で
あ
り
な

が
ら
終
生
官
営
で
仕
事
を
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
そ
う

だ
。

　

こ
の
鉄
橋
の
設
計
で
民
間

の
立
場
で
官
営
に
報
い
た
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
気
合
い
が
入
っ
て
い
た

よ
う
に
み
え
る
。

　

こ
の
鉄
橋
に
は
、
京
阪
観

月
橋
駅
が
一
番
近
い
。
何
せ

大
き
い
橋
だ
か
ら
駅
を
降
り

る
と
す
ぐ
目
の
前
に
見
え

る
。
自
分
の
目
で
そ
の
巨
大

さ
を
実
感
し
て
ほ
し
い
。
す

ぐ
近
く
に
宇
治
の
平
等
院
が

あ
る
。
つ
い
で
に
見
学
す
る

の
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

 

（
新
聞
部
・
谷
聰
）

関
西
関
西

8

登
録
有
形
文
化
財　

澱
川
橋
梁

登
録
有
形
文
化
財　

澱
川
橋
梁

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
「
義
務
化
」
方
針
に
関
す
る

Ｆ
Ａ
Ｘ
ア
ン
ケ
ー
ト
速
報
②

光
デ
ィ
ス
ク
で
不
便
を
感
じ
な
い

　

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に
対
す
る
考
え
を
尋
ね
る
設
問
で

は
、「
現
在
の
請
求
方
法
（
光
デ
ィ
ス
ク
ま
た
は
紙
レ

セ
）
で
不
便
を
感
じ
な
い
」
が
81
・
３
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で
「
導
入
後
の
シ
ス
テ
ム
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
故
障

時
の
対
応
が
不
安
」
78
・
９
％
、
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
不

安
」
73
・
２
％
と
７
割
を
超
え
た
。

その他

特になし

「義務化」されると廃業せざるを得ない

現在の請求方法（光ディスクまたは
紙レセ）で不便を感じない

建物の構造上導入できない

初期導入費用が負担

導入後のシステムメインテナンスや
故障時の対応が不安

オンライン請求に対応できる人員がいない

セキュリティが不安

ランニングコストが負担
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